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要旨
　2023年 3 月 6 日に岩手県盛岡市の高松の池において，県内 2 例目となる淡水性カイアシ類である
Eucyclops roseus Ishida, 1997が得られた．得られた標本は，①肛門板が顕著に凸である，②尾叉末
端刺毛の最外方とその内側のものとの間が広く空いている，③第 2 触角基節後面の遠位端に顕著な
微棘群がある，④尾叉外縁の鋸歯は末端に向かうにつれて大きくなる，⑤第 1 小顎のpalpに円状の微
棘列があるという本種の形態的条件をすべて満たしていた．一方で，これまでヨーロッパなどから
報告されていた種内変異（第 4 胸脚底節刺におけるsetulation patternの非対称性）が国産標本におい
ても観察された．このため，E. roseusを含むE. serrulatus groupの同定形質として本形質を使用する
際には注意が必要である．また，本研究で得られたE. roseusのミトコンドリア12S rRNA遺伝子の配
列のBLAST検索の結果，ウクライナ産およびドイツ産の個体の配列との間に同種と判断できるレベ
ルの相同性（92%台）が確認された．本研究で得られた遺伝子配列はアクセッション番号LC785700–
LC785706でDDBJ/ENA/GenBankの国際塩基配列データベースに登録された．

New record of Eucyclops roseus Ishida, 1997 （Copepoda: Cyclopoida: Cyclopidae） 
from Takamatsunoike Pond, Iwate Prefecture, Japan, with discussions of its 

intraspecific genetic and morphological variation

（受理　2023年12月 8 日）
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1 ．はじめに
　カイアシ類は，節足動物門 甲殻亜門 カイアシ綱に属する生物の総称であり（大塚・田中 2020），
主に海産であるが，一部のグループは池や川，湖，水田などの淡水域にも生息し，熱帯域から寒帯域
まで広く分布している．大部分の種は浮遊性であるが，中には底生性や寄生性のものも存在する．岩
手県においては，これまで少なくとも 3 目 4 科18属31種の地下水性種を含む淡水性カイアシ類（寄生
性種を除く）が記録されている（阿部ほか 2021）．本研究では，2023年 3 月 6 日に岩手県盛岡市の高
松の池においてカイアシ類の調査を行ったところ，Eucyclops （Eucyclops） roseus Ishida, 1997と思わ
れる種が採集された．
　本種は沖縄県国頭村の比地川から採集された標本に基づき新種として記載され，同時に行われた
標本検討によってドイツにも分布することが確かめられた（Ishida 1997）．その後のアフリカのヴィ
クトリア湖での発見（Ishida 1998）を皮切りに，世界各地から報告が続き，これまでに韓国（Lee 
et al. 2005, Chang 2012），中国（Chertoprud et al. 2017），ロシア（Hołyńska et al. 2021），ウズベキ
スタン（Gaponova & Hołyńska 2022），南イラク（Anufriieva et al. 2014），ウクライナ（Anufriieva 
et al. 2014, Anufriieva & Shadrin 2016），ルーマニアおよびハンガリー（Gaponova & Hołyńska 
2022），スーダン（Idris & Mohamed 2015）から記録されている．このうちウクライナの分布に関し
ては東アジア由来の個体が帰化したものと考えられており，現地の生態系への影響が危惧されている

（Anufriieva et al. 2014, Anufriieva & Shadrin 2016）．
　本種は国内では北海道から西表島にかけて広く分布することが報告されているが（石田 2002），岩
手県においては，岩手医科大学矢巾キャンパスの貯水池からの報告（阿部ほか 2021）がこれまでの
唯一の記録である．本研究では，矢巾キャンパスから 12 km北に位置する高松の池から得られたE. 
roseusついて，その微細形質を含む形態を精査するとともに，阿部ほか（2021）によって解析された
ミトコンドリアCOI遺伝子に加え，ミトコンドリア12S rRNA遺伝子および核18S rRNA遺伝子の塩基
配列を取得し，国際塩基配列データベースに登録されている配列との比較を行った．

2 ．材料と方法
　採集は，2023年 3 月 6 日の11時頃に岩手県盛岡市の高松の池にて行った．高松の池は1630年頃に
築造された人口溜池であり，満水面積 10.5 ha，最大水深 3.7 mの本池と，その上流部に連なる満水

Figure 1.  Landscape of sampling site in Shisuien, Takamatsunoike Pond, Iwate Prefecture on 6 March 2023.  
A: View of the influent water from upstream. B: Underwater image below the surface at the sampling site.
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面積 1.1 haの芝水園からなっている（佐藤 1982）．高松の池からのカイアシ類の記録としては，牧
（1982）による本池からのケンミジンコ属の一種（Cyclops sp.，池水 1 Lあたり470個体）の報告が唯
一と思われる．採集は，多目的芝生広場（旧盛岡競馬場跡地）を貫流して芝水園北側に流入する水
路（39.726817 N, 141.146913 E）（Fig. 1）において実施し，柄付小型プランクトンネット（ケニス，
HP）を用いて表層および底層を水平に曳網した結果，プランクトンネットの底管には多くの動物プ
ランクトンが視認された．採集地点の最大水深は 30 cm，デジタル水質計（HORIBA，WQ-320J）
の水温表示は 4 ℃であった．得られたプランクトンサンプルは，125 µmのメッシュで濾過したのち
70%エタノールで固定し， 4 ℃で保管した．
　キクロプス目（Cyclopoida）ではオスが記載されていない種が多く，検索表はメスのみで作られて
いてオスの種同定が不可能なため（上田 2018），本研究ではメス成体のみを観察した． 2 個の卵嚢を
もつメス成体を実体顕微鏡（Olympus，SZX7，SZX12）下で選別し，デジタル一眼カメラ（Olympus，
E-M1 Mark II）で全体写真を撮影した．その後，割り箸の先端にシガ微針（志賀昆虫，No.251）を
接着して作成した解剖針を用いて解剖を行い，エタノールもしくはグリセリンで封じたプレパラート
を作成して生物顕微鏡（Olympus，BX51）を用いて形態観察を行い，デジタルカメラ（Olympus，
DP71）によって拡大画像を撮影した．
　キクロプス目の属および亜属までの同定は富川・鳥越（2009）とAlekseev（2019）の検索表にし
たがい，水野（1977）と水野・高橋（2000）も参照した．ノコギリケンミジンコ属（Eucyclops）の
種同定はChang（2012），Alekseev（2019），Alekseev（2023）の検索表にしたがい，Ishida（1997），
石田（2002），Anufriieva et al.（2014），Gaponova & Hołyńska（2022）も参照した．
　同定形質のひとつである尾叉の長さと幅の比（L/W）の算出にあたっては，石田（2002）の方法
にしたがい，尾叉の最大長と最大幅（Fig. 3F）を取得画像から計測した．体長は石田（2002）の方
法と同様に吻端から刺毛を除く尾叉末端までの長さとした．第 2 触角の基節における微棘群の区分は
Gaponova & Hołyńska（2022）にしたがった．
　DNA解析では，選定されたE. roseus 3 個体のうち 2 個体は体全体を， 1 個体は卵嚢 2 個をサン
プルとして使用し，ミトコンドリアDNAのCOI，12S rRNAおよび核DNAの18S rRNAの遺伝子領
域の部分配列を取得した．DNAの抽出はRichlen & Barber（2005）の方法にしたがい，Chelex100

（Bio-Rad社）を10%となるように加えたTEバッファー（pH 8.0）を使用し，95℃で20分間インキュ
ベートした．抽出したDNA（無希釈）を鋳型として，PCR法によりミトコンドリアCOI遺伝子部分
配列の増幅を行った．PCRは 1 サンプルあたり 1 µlの鋳型，8.8 µlの滅菌蒸留水（DDW），10 µlの 2
×KOD One PCR Master Mix -Blue-（東洋紡），各 0.1 µlのフォワードプライマーとリバースプライ
マー（濃度 50 µM）を含む 20 µlの反応液で行った．COIのプライマーペアは初めにMeyer（2003）
のdgLCO-1490とdgHCO-2198，およびFolmer et al.（1994）のLCO1490とHCO2198を使用したが，
DNAの増幅が確認できなかったため，Prosser et al.（2013）のZplankF1_t1とZplankR1_t1を使用
した（Table 1）．12Sおよび18SのプライマーペアはそれぞれMachida et al.（2004）のL13337-12Sと
H13845-12S，Spears et al.（1992）の18s329と18sIを使用した（Table 1）．PCRのサイクル条件は，
COIでは98℃ 10秒，43℃  5 秒，68℃  1 秒の 3 ステップを 5 サイクルの後，98℃ 10秒，49℃  5 秒，
68℃  1 秒の 3 ステップを35サイクル，12Sと18Sでは98℃ 10秒，50℃  5 秒，68℃  1 秒の 3 ステップ
を40サイクルとした．PCR産物は，1.6%アガロースゲルを用いた電気泳動で目的断片長の増幅の有無
の確認を行った後，Enz-Sap（EdgeBioSystems社）で精製を行った．シーケンスプライマーは，COI
についてはMessing（1983）のM13FとM13Rを，他の 2 領域についてはPCRプライマーと同じもの
を使用し，シーケンス解析はEurofins Genomics社（東京）によって行われた．フォワードおよびリ
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バースの相補的配列はMEGAX ver.10.2.6（Kumar et al. 2018）を用いてアセンブルを行った．本研
究で得られた各遺伝子の部分配列は，Table 2 に記載のアクセッション番号でDDBJ/ENA/GenBank
の国際塩基配列データベースに登録を行い，NCBI（National Center  for Biotechnology Information, 
USA）Webサイト（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/）のBLAST（Basic Local Alignment Search Tool）
を用いた相同性検索により国際塩基配列データベースに登録されている塩基配列との比較を行った．
　一般に，核遺伝子は高度に保存的な遺伝子領域であり，キクロプス科のカワリオオケンミジンコ
Macrocyclops albidus（Jurine, 1820）のように汎世界的な分布を示しながらも大陸間で18Sの配列が
完全に一致するようなケースもみられる（Karanovic & Krajicek 2012）．本研究では，核遺伝子より
も進化速度が速く，近縁種間での系統関係の推定に使用されることが多いミトコンドリア遺伝子を用
い，形態同定の妥当性を検証した．

3 ．結果
3 ．1 ．高松の池から採集されたEucyclops roseus Ishida, 1997（メス成体）の形態
　体長は 1.4 mmであった（Fig. 2A; confirmed  in  ind. no. 7  in Table 2）．第 1 触角は12節で（Fig. 
2B; no. 1-7），末節には透明膜がみられた（Fig. 2C; no. 3, 4, 6, 7）．第 1 小顎のpalpの側面には円状の

Gene Primer Usage Sequence（5'→3'） Reference

COI ZplankF1_t1 PCR （forward） TGTAAAACGACGGCCAGTTCTASWAATCATAA
RGATATTGG Prosser et al. （2013）

COI ZplankR1_t1 PCR （reverse） CAGGAAACAGCTATGACTTCAGGRTGRCCRAAR
AATCA Prosser et al. （2013）

COI M13F Sequencing （forward） TGTAAAACGACGGCCAGT Messing et al. （1983）

COI M13R Sequencing （reverse） CAGGAAACAGCTATGAC Messing et al. （1983）

12S L13337-12S PCR （forward） YCTACTWTGYTACGACTTATCTC Machida et al. （2004）

12S H13845-12S PCR （reverse） GTGCCAGCAGCTGCGGTTA Machida et al. （2004）

18S 18s329 PCR （forward） TAATGATCCTTCCGCAGGTT Spears et al. （1992）

18S 18sI PCR （reverse） AACTCAAAGGAATTGACGG Spears et al. （1992）

Table 1. List of PCR and sequence primers used in the present study.

Table 2.  Ratio of length to maximum width （L/W） of caudal rami and the DDBJ/ENA/GenBank accession numbers of the 
specimens used in the present study.

Individual no. Caudal rami L/W
Accession number （length: bp）

COI 12S 18S

1 5.4 – – –

2 4.8 – – –

3 5.6 – – –

4 5.0 – – –

5 4.6 – – –

6 5.0 – – –

71 6.1 – – LC785706 （630）

82 – LC785700 （658） LC785702 （413） LC785704 （630）

92 – LC785701 （652） LC785703 （413） LC785705 （624）

1 Only egg sacs were used for DNA analysis. 2 Morphology was not examined.



岩手県高松の池から採集されたEucyclops roseus

−  19  −

Figure 2.   Stereomicrograph （A） and Light micrographs （B–F） of female of Eucyclops roseus collected in the influent water 
in Shisuien, Takamatsunoike Pond. A: Fixed specimen of ind. no. 7 in Table 2, dorsal view. Egg sacs were removed 
for DNA analysis. B: A1 （antennula）（第 1 触角）of ind. no. 6, showing the boundaries of the 12 segments. C: 
Distal segment of A1（第 1 触角末端節）of ind. no. 7. D: A circular row of spinules of maxillular palp（第 1 小
顎のpalpの円状の微棘列）of ind. no. 6. E: A2 （antenna） basis（第 2 触角基節）of ind. no. 6, frontal view．F: 
A2 basis of ind. no. 6, caudal view．cro: circular row of spinules（円状の微棘列），hm: hyaline membrane（透明膜），
mp: maxillular palp（第 1 小顎のpalp）．
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Figure 3.   Light micrographs of female of Eucyclops roseus collected in the influent water in Shisuien, Takamatsunoike Pond. 
A: P4（第 4 胸脚）of ind. no. 6 in Table 2. B: P4 coupler（第 4 胸脚連結板）of ind. no. 6. C: Coxal spine of P4

（第 4 胸脚底節刺）of ind. no. 6. D: P5（第 5 胸脚）of ind. no. 6. E: Anal operculum（肛門板）of ind. no. 7. F: 
Caudal rami（尾叉）of ind. no. 6, dorsal view. G: Caudal rami of ind. no. 6, ventral view. ao: anal operculum（肛
門板），bp: basipodite（基節），cp: coupler（連結板），cr: caudal ramus（尾叉），cs: coxal spine（底節刺），
cx: coxa（底節），ep1: 1st endopodal segment（内肢第 1 節），ep2: 2nd endopodal segment（内肢第 2 節），
ep3: 3rd endopodal segment（内肢第 3 節），iasp: inner apical spine（内側頂端の刺），is: inner seta（内側の刺毛），
isp: inner spine（内縁刺），ms: medial seta（中央の刺毛），oasp: outer apical spine（外側頂端の刺），os: outer 
seta（外側の刺毛），P5: 5 th pereiopod（第 5 胸脚），st: setules（細毛），te: terminal external seta（末端の外
側の刺毛），tme: terminal medium external seta（末端の中間外側の刺毛）．
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微棘列がみられた（Fig. 2D; no. 6）．第 2 触角基節前面のＩ区とII区には毛状の微棘群がみられ（Fig. 
2E; no. 1, 3, 5, 6），基節後面の外側遠位端の 1 区には微棘群がみられた（Fig. 2F; no. 2, 4, 6）．第 4
胸脚はそれぞれ 3 節の内肢と外肢からなり，内肢 3 節目の末端には隣接する刺よりも短い長さの刺毛
がみられた（Fig. 3A; no. 2-4, 6, 7）．第 4 胸脚の連結板の後縁には細毛がみられた（Fig. 3B; no. 2, 4, 
6）．第 4 胸脚の底節刺については，内縁と外縁でsetulation patternが非対称である，すなわち内縁
は全体的に細毛で覆われているが外縁には末端部にしか細毛がないという特徴を左右の底節刺で共通
してもつ個体がみられた一方で（no. 5），左右の底節刺のうち一方のsetulation patternが非対称（Fig. 
3C; no. 6）で，もう片方が対称（つまり内縁外縁ともに全体が細毛で覆われている）という，異な
る特徴をあわせもつ個体も確認された．第 5 胸脚は著しく退化して 1 節からなり， 1 刺 2 刺毛がみら
れ，内縁刺と外側の刺毛はほぼ等長であった（Fig. 3D; no. 1-7）．肛門板は顕著に凸型であった（Fig. 
3E, 矢印; no. 7）．尾叉の長さと幅の比（L/W）は4.6-6.1（average±SD: 5.2±0.49）であり（Table 2），
尾叉外縁には末端に向かうにつれて大きくなる鋸歯がみられた（Fig. 3F, 矢印 1 ; no. 1-7）．尾叉末
端の尾刺毛は最外方とその内側のものとの間が広く空いていた（Fig. 3F, 矢印 2 ; no. 2-7）．尾叉腹
側の中央よりやや基部側には，横に 1 列の棘列が見られた（Fig. 3G; no. 6, 7）

3 ．2 ．DNA解析
　DNA解析の結果，体全体を解析に供したE. roseus 2 個体からはCOI，12S rRNA，18S rRNA領
域のすべての配列が，卵嚢のみを解析に供した 1 個体からは18S rRNA領域の配列のみが得られた

（Table 2 ）．いずれの遺伝子領域においても，配列は個体間で完全に一致していた．BLAST検索の結
果，本研究で得られたCOI配列（Accession number: LC785700, LC785701）は，阿部ほか（2021）によっ
て岩手医科大学矢巾キャンパス貯水池から報告されているE. roseusの配列（LC654669）とそれぞれ
97.42%と97.39%で一致し（Query cover: 100%），次いでYoung et al.（unpublished）によるEucyclops 
sp.  の配列（KJ020567）とそれぞれ87.21%と87.12%で一致した（Query cover: 99%, 100%）．12S 
rRNA遺伝子の配列（LC785702, LC785703）は，Hamrová et al.（2012）によってウクライナとドイ
ツから報告されているE. cf.  serrulatus clade IVの配列（JX134320, JX134309）とそれぞれ92.76%と
92.56%で一致した（Query cover: 93%）．18S rRNA遺伝子の配列（LC785704, LC785705, LC785706）
は，Park et al.（unpublished）の韓国産Invertebrate environmental sampleの配列（GU070895）や，
Alekseev et al.（2006）のロシア産E. （Denticyclops） macruroides（Lilljeborg, 1901）の配列（AJ746329）
およびSpears and Abele（1997）のE. （E.） serrulatus（Fischer, 1851）の配列（L81940）と100%一
致した（Query cover: 100%）．

4 ．考察
　本研究で検討された標本は，①第 1 触角の節数，②第 2 触角基節前面の遠位端おける 2 グループ
の微棘群の有無，③第 4 胸脚内肢 3 節目の末端の刺毛の長さ，④第 5 胸脚の節数と内縁刺の長さ，
⑤尾叉の長さと内側の刺毛の有無，外側の鋸歯の発達具合などの特徴から，富川・鳥越（2009）と
Alekseev（2019）にしたがいノコギリケンミジンコ属Eucyclops亜属に属する種であると判断され
た．さらに，石田（2002）やLee et al.（2005）におけるE. roseusの判別形質，すなわち①肛門板が
顕著に凸である（Fig. 3E，矢印），②尾叉末端刺毛の最外方とその内側のものとの間が広く空いて
いる（Fig. 3F，矢印 2 ），③第 2 触角基節後面の先端部に顕著な微棘群がある（Fig. 2F），④尾叉外
縁の鋸歯は末端に向かうにつれて大きくなる（Fig. 3F，矢印 1 ），⑤第 1 小顎のpalpに円状の微棘
列がある（Fig. 2D）といった点が観察されたことから，本研究で高松の池から採集された標本はE. 
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roseusであると判断された．本研究のCOI配列と阿部ほか（2021）のE. roseusの配列の差異（ 3 %）
はMakino et al.（2017）が示している淡水動物プランクトンのCOI配列の種内変異の閾値（ 7 %）の
範囲内であったことからも，本研究の標本がE. roseusであることが確かめられた．本種のCOI配列の
国際塩基配列データベースへの登録は本研究が 2 例目となる．
　Alekseev & Defaye（2011）はアフリカのマラウイ湖産のE. （E.） agiloides（Sars, 1909）の標本の
検討に基づき，E. roseusをE. agiloidesの亜種に位置づけ，その後のAlekseev（2019）も同様の見解
を示している．これに対してAnufriieva et al.（2014）は，Alekseev & Defaye（2011）で検討された
マラウイ湖産標本は，Sars（1909）のE. agiloides（タイプ産地：ヴィクトリア湖）とは別種である
可能性があり，E. agiloidesの形態が十分に解明されない限りはE. roseusは独立した種として扱うこ
とが適切であると指摘している．その後，Hołyńska et al.（2021）はロンドン自然史博物館に所蔵さ
れていたE. agiloidesのホロタイプ標本とパラタイプ標本の検討結果をもとにE. roseusを独立種とし
て扱うべきであると結論付けた．ところが，Alekseev（2023）は，Hołyńska et al.（2021）の再記載
には不備があるために部分的にのみ有用であると述べ，亜種関係の見直しは行っていない．以上のよ
うに，本種の分類学的位置付けについては統一的な見解が得られていないのが現状である．このた
め，本研究では暫定的な判断として，国内におけるこれまでの記録に倣ってE. roseusを独立種とし
て扱った．
　Eucyclops roseusの第 2 触角基節には 2 グループの毛状の微棘群が存在することが知られているが，
Alekseev & Defaye（2011）やAlekseev（2019）では基節の後面，Ishida（1997）や石田（2002），
Lee et al.（2005），Chang（2012），Anufriieva et al.（2014），Idris & Mohamed（2015），Gaponova 
& Hołyńska（2022）では基節の前面でみられるとされている．この前後関係については，阿部ほか

（2021）において再確認の必要性があると指摘されている．本研究において 2 グループの毛状の微棘
群の位置を未解剖の状態で検証した結果，第 2 触角基節の「前面」に存在することが確認された．
　Ishida（1997）や石田（2002）におけるE. roseusのスケッチ（それぞれFig. 2 l, Fig. 12o），および
阿部ほか（2021）の本種の形態の記載文からは，第 4 胸脚底節刺のsetulation patternが内縁と外縁
で対称であることが読み取れる．しかし本研究では少なくとも 2 個体において当部位のsetulation 
patternが非対称であった（Fig. 3C）．国産標本に関する上記以外の記録（石田ほか 1991, as E. 
serrulatus; Kawabata & Defaye 1994, as E. cf.  serrulatus;  石 田 1994, as E. speratus; Ueda et al. 
1996a, as E. cf. speratus; Ueda et al. 1996b, as E. cf. speratus; Ueda & Ishida 1997, as E. cf. speratus; 
Ishida 1998  ; 大高ほか 1999  ;  Ishida & Hiruta 1999  ; 石田・大高 2005）はスケッチや形態の記載
文を欠いているため，真偽のほどは不明であるが，この形質の種内変異の報告は国内初と思われ
る．一方，国外においては，Chang（2012）の韓国産標本のスケッチ（Fig. 23H）やAnufriieva et 
al.（2014）のクリミア半島産標本のスケッチ（Fig. 3D），Gaponova & Hołyńska（2022）のウクラ
イナ・キーウ産標本の顕微鏡画像（Fig. 5C）において，底節刺の非対称なsetulation patternが示さ
れている．また，Anufriieva et al.（2014）は，南イラクの個体群内，あるいは 1 個体の左右におい
てさえも，対称・非対称の両方のsetulation patternがみられたことを報告している．したがって，
Anufriieva et al.（2014）が指摘しているように，このように種内でも変わりうる形質をE. roseusを
含むE. serrulatus groupの同定形質として重要視すること（Alekseev et al. 2006, Alekseev & Defaye 
2011）には問題があると考える．
　本研究のE. roseus 7 個体の尾叉のL/Wの変異幅（4.6-6.1）は，これまでの国産標本における報
告，すなわちKawabata & Defaye（1994, as E. cf.  serrulatus）における石川県産標本（5.2-6.8），
Ueda et al.（1996b, as E. cf. speratus）における山口県産標本（4.7-6.6），Ueda et al.（1996a, as E. 
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cf. speratus）における宮崎県産標本（5.2-6.6）の値と概ね一致した．また，Gaponova & Hołyńska（2022）
におけるウクライナおよびその近隣諸国の標本の変異幅（4.2-6.5）も，これらと大差ない値であった．
Alekseev et al.（2019）は，ノコギリケンミジンコ亜属の検索表の 3 番目の分岐において，尾叉のL/
Wが3.6-6 か＞ 6 のいずれかで，以降のグループを二分している．Eucyclops roseusは，原記載のL/
Wが 5 であること（Ishida 1997）を理由にL/W＝3.6-6 のグループに含められていると考えられるが，
上述のようにL/Wが 6 より大きい個体についてはE. serrulatusなどの他種に誤同定される恐れがあ
る．したがって，少なくともE. roseusの種同定においては，尾叉のL/Wは厳密な意味では実用的な
検索形質になり得ないことに留意する必要があるだろう．
　Eucyclops roseusがヨーロッパから相次いで記録されるようになったのは比較的最近のことである．
Anufriieva et al.（2014）とAnufriieva & Shadrin（2016）は，それぞれウクライナのクリミアとルガ
ンスクから本種を記録し，①本種はthermophilic speciesであること，②本種はヨーロッパではこれ
までドイツのオルデンブルクからのみ記録されていること（Ishida 1997），③本種は形成されて間も
ない水域から得られたこと，④ウクライナは旧北区の東西を行き来する渡り鳥の通過地点となってい
ることを理由に，本種は渡り鳥によって東アジアからもたらされた外来種であると結論付けた．その
後，Gaponova & Hołyńska（2022）は，ウクライナとその近隣諸国における本種の膨大な出現記録を
報告し，これまで本種がヨーロッパにおいてE. serrulatusとして誤同定されてきた可能性があること
を指摘するとともに，東ヨーロッパ南部はE. roseusの自然分布域の一部であるとの見方を示した．
これらの記録に記載されている本種の形態と高松の池の標本の形態は概ね一致していた．本研究で得
られた12S rRNA遺伝子の配列は，Hamrová et al.（2012）によってウクライナのキーウとドイツの
ハンブルクから報告されているE. cf. serrulatus clade IVの配列と92%台で一致した．Bláha et al（2010）
がキクロプス科Acanthocyclops属において種間の12S rRNA遺伝子の遺伝的距離（K2P）が12.4-19.4%
であると報告していることを踏まえると，E. cf. serrulatus clade IVはE. roseusであると判断できる．
なお，Gaponova & Hołyńska（2022）は，このウクライナ産E. cf.  serrulatus clade IVの採集地点に
おいてE. roseusの存在を確認していることから，clade IVの 2 個体はE. roseusである可能性が高い
と推測しているが，本研究の12S rRNA遺伝子のBLAST検索の結果からもこの推測が支持された．
今後，ヨーロッパのE. roseusの由来（在来か外来か）を明らかにするためは，アジア，ヨーロッパ，
アフリカ各地における網羅的なDNA情報の集積・比較が必要であると思われる．
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